
　日立財団と日刊工業新聞社が共催する第 回「環境
賞」が決まった。応募総数 件の中から優秀賞２件、優
良賞２件、奨励賞１件が選ばれ、環境大臣賞・優秀賞に
は三菱電機先端技術総合研究所と九州大学大学院総合理
工学研究院の開発チームによる「迅速測定が可能な放射
能分析技術」が輝いた。高度技術開発から地域の環境保
全までの多様な取り組みは、いずれも時代の要請に応
じ、環境対策の解の一つになっている。表彰式は６月
日に東京・大手町の経団連会館で開かれる。

（１面参照）

信
号
復
元
技
術
で
能
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向
上

環
境
大
臣
賞
・
優
秀
賞

「迅速測定が可能な放射能分析技術」三菱電機先端技術総合研究所・西沢博志氏・林真照氏・東哲史氏／九州大学大学院総合理工学研究院・渡辺幸信氏・金政浩氏
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
食
や
住
環
境

の
保
全
の
た
め
、
食
品
を
は
じ
め
水
・

土
壌
な
ど
の
環
境
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
計
測
ニ
ー
ズ
が
強
ま
っ
て
い
る
。

放
射
能
検
査
で
は
原
発
事
故
由
来
の
セ

シ
ウ
ム
１
３
４
や
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

と
、
自
然
放
射
線

カ
リ
ウ
ム

な

ど

を
明
確
に
分
離
し
、
核
種
ご
と
の

濃
度
を
測
定
で
き
る
適
切
な
分
析
機
器

を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
般
的
に
は
核
種
分
析
能
力
の
高
い

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
半
導
体
検
出
器
は
高
価
で
、
液
体
窒

素
で
冷
却
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
運
用

の
手
間
や
費
用
も
か
か
る
。
ま
た
測
定

対
象
と
な
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
微
量

な
た
め
、
よ
り
低
い
測
定
下
限
値
で
測

定
す
る
に
は
、
測
定
時
間
が
長
く
な
る

課
題
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出

器
よ
り
も
安
価
な
測
定
器
で
あ
る
ヨ
ウ

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
は
検

出
効
率
が
高
く
、
短
時
間
で
測
定
で
き

る
。
冷
却
不
要
と
い
う
利
点
も
あ
る

が
、
放
射
能
の
核
種
分
析
能
力
が
不
十

分
な
た
め
、
核
種
ご
と
の
分
離
・
定
量

測
定
が
困
難
と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ

た
。

　
こ
の
た
め
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
の
よ
う
な
高
い
核
種
分
析
能

力
、
ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
ン
チ
レ
ー

タ
ー
の
よ
う
な
安
価
で
短
時
間
測
定
の

双
方
の
特
長
を
併
せ
持
つ
放
射
能
分
析

装
置
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
三
菱
電
機
と

九
州
大
学
大
学
院
の
開
発
チ
ー
ム
は
ヨ

ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
に

信
号
復
元
技
術
を
適
用
し
、
核
種
分
析

能
力
の
向
上
に
成
功
し
た
。

　
放
射
能
を
分
析
す
る
に
は
放
射
線

ガ
ン
マ
線

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
確

に
識
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
信
号
復
元

と
は
ガ
ン
マ
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
測
定
器
の
物
理
特
性
の
違
い
を
利
用

し
、
ガ
ン
マ
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
測
定

結
果
の
関
係
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て

お
き
、
こ
れ
を
用
い
て
測
定
結
果
か
ら

ガ
ン
マ
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
戻
す
処
理

で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
空
間
線
量
測
定

な
ど
の
一
部
で
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

開
発
チ
ー
ム
は
独
自
の
解
析
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
技
術
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
精

度
を
高
め
て
放
射
能
分
析
に
適
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

の
研
究
成
果
展
開
事

業

先
端
計
測
分
析
技
術
・
機
器
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
製
作
。
性
能
評
価
の
結
果
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
４
、
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
、
自
然
放
射
線
に
相
当
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
分
離
で
き

た
。

　
ま
た
放
射
能
標
準
認
証
物
質
を
用
い

て
定
量
評
価
し
た
結
果
、

％
以

内
の
精
度
で
測
定
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
４
年
夏
に
福
島

県
で
実
地
試
験
し
、
被
災
地
で
も
性
能

を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

　
本
装
置
は
一
般
的
な
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

半
導
体
検
出
器
の
約

分
の
１
の
時
間

で
測
定
で
き
る
。
例
え
ば
２

の
試

料
の
場
合
、
検
出
下
限

Ｂ
ｑ
／

の
計
測
時
間
は
１
分
間
で
あ
る
。

　
原
発
事
故
で
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
継
続

し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
開
発
し

た
技
術
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
大
規
模
化

や
省
力
化
、
信
頼
性
向
上
に
寄
与
で
き

る
。
今
後
も
被
災
地
の
復
興
、
環
境
保

全
に
貢
献
す
る
べ
く
活
動
を
展
開
す

る
。

「低環境負荷の緑茶飲料充填システム」伊藤園生産本部・田熊元彦氏／東洋製罐テクニカル本部・末俊雄氏

ボ
ト
ル
軽
量
化
、
薬
剤
も
不
要

優
秀
賞

　
伊
藤
園
は
東
洋
製
罐
と
共
同
で
、
容

器
の
軽
量
化
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
、

香
り
保
持
・
品
質
向
上
を
目
的
に
、
緑

茶
飲
料
に
最
適
な
充
填
シ
ス
テ
ム
「
新

・
飲
料
充
填
方
式

Ｎ
Ｓ
シ
ス
テ

ム

」
を
開
発
し
た
。
緑
茶
飲
料
に
は

自
然
、
健
康
、
安
全
は
も
と
よ
り
、
風

味
の
繊
細
さ
な
ど
に
も
高
い
水
準
が
要

求
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
持
続
可

能
な
生
産
・
消
費
と
い
う
社
会
課
題
の

解
決
に
貢
献
す
る
革
新
的
な
技
術
で
、

品
質
向
上
を
図
り
つ
つ
、
省
資
源
、
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
水
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
石
四
鳥
を
実
現
し

た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
一
般
的
な
茶
飲
料
の
充
填
方
式
に

は
、
高
温
の
飲
料
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に

充
填
す
る
「
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
充
填
方

式
」
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
内
を
薬
剤
で

殺
菌
し
て
水
で
洗
浄
後
に
常
温
で
充
填

す
る
「
無
菌
充
填
方
式
」
の
２
種
類
が

あ
る
。

　
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
充
填
方
式
は
飲
料
を

高
温
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
耐
熱
性
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
軽
量
化
に
は
限
界
が
あ
る
。

一
方
、
無
菌
充
填
方
式
は
薬
剤
の
洗
浄

の
た
め
に
水
を
使
用
す
る
た
め
、
水
環

境
へ
の
負
荷
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
従
来
方
式
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
充

填
工
場
に
輸
送
し
、
飲
料
を
充
填
し
て

い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Ｎ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
ボ

ト
ル
成
形
前
の
試
験
管
状
プ
リ
フ
ォ
ー

ム
を
輸
送
し
、
衛
生
管
理
さ
れ
た
ク
リ

ー
ン
な
製
造
ラ
イ
ン
内
で
ボ
ト
ル
成
形

し
て
衛
生
性
の
高
い
ボ
ト
ル
を
製
造
。

薬
剤
を
使
用
せ
ず
、
常
温
で
充
填
す

る
。
従
来
方
式
の
い
い
と
こ
ど
り
を
可

能
と
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
の
軽
量
化
を
同
時
に
実
現
し
て
い

る
。

　
こ
の
結
果
、
容
量
５
０
０

の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
１
本
当
た
り
重
量
を
約

％
減
の

に
軽
量
化
で
き
た
。
年

間
に
換
算
す
る
と
約
２
９
９
１

の
樹

脂
量
削
減
を
図
れ
る
た
め
、
省
資
源
効

果
が
高
い
。
容
器
の
ほ
か
、
キ
ャ
ッ
プ

を
既
存
製
品
比

％
減
の
２
・
６

に

軽
量
化
、
ラ
ベ
ル
の
厚
さ
も
同

―

％
減
の

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０

万
分
の
１

に
薄
膜
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
薬
剤
を
使
わ
な
い
た
め
洗
浄
水

が
不
要
で
、
水
資
源
の
省
資
源
化
に
貢

献
で
き
る
。
さ
ら
に
プ
リ
フ
ォ
ー
ム
に

よ
る
輸
送
容
積
の
縮
小
化
で
素
材
配
送

の
合
理
化
も
達
成
し
た
。
こ
の
ほ
か
常

温
充
填
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
も

上
が
っ
た
。
内
容
液
が
高
温
に
さ
ら
さ

れ
な
い
た
め
、
従
来
の
製
造
品
に
比
べ

て
緑
茶
飲
料
の
品
質
劣
化
防
止
と
香
り

の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
Ｎ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
伊
藤
園
と
東
洋
製

罐
の
研
究
開
発
・
技
術
力
を
活
用
し
た

成
果
で
あ
り
、
品
質
と
省
資
源
を
両
立

し
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
れ
る
。
一
方
、

消
費
者
は
高
品
質
で
、
環
境
に
配
慮
し

た
製
品
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

メ
ー
カ
ー
と
消
費
者
の
双
方
が
、
ウ
ィ

ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
構
築
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
い
え
る
。
さ
ら
に
省
資
源
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
推
し

進
め
、
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
に
つ

な
が
る
。

　
伊
藤
園
は
Ｎ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
緑
茶
飲

料
の
メ
ガ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
お

い

お
茶
」
へ
の
採
用
と
と
も
に
、
計
画
的

に
全
国
展
開
し
て
き
て
い
る
。
将
来

性
、
波
及
性
が
高
い
技
術
で
あ
り
、
社

会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
。
ブ
ラ

ン
ド
と
直
結
す
る
技
術
と
し
て
進
化
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第４２回「環境賞」に５件時代の要請に応える
（ ） 　　 ２０１５年 平成２７年 ５月２７日 水曜日 　　


